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例会発表要旨 第157回1998.9.26 「デザイン理論』38/1999

フラ ンス ・パ リめ タペ ス トリー(織 物)の 学 校 と

留 学 生 受 け入 れ事 情 につ いて

松田真平/(株)ICD現 代デザイン研究所

私 は,1989年1月 か ら1993年12月 ま での約

5年 間,フ ラ ンスのパ リで,織 物 に関す る技

術や,Cr6ation(創 造)に っ いて学ぶ機 会

が ありま した。今 日は,そ の時 に学 んだ こと

や,日 本 との教育 のちがい,個 人主義 の社会

で の教師 と生徒の距離感覚 といったようなテー

マで,お 話 させて いただ きたい と思 います。

発表 に先 立 ち,こ の発表 のチ ャンスを与 えて

頂 き,原 稿の まとめかたにっいて も懇切 にご

指導 いた だきま した宮 島久雄先生 に感謝 申 し

上 げます。

これか らご紹介 いた しますのは,次 の2っ

の教育機 関 についてです。

1.フ ラ ン ス 国 営 ゴ ブ ラ ン織 工 房

(MobiliernationaletdesManufactures

rationalesdesGobelinsetdeBeauvais)

所 在 地:42,Av.desGobelins75013

Parisメ ト ロ7番 線LesGobelins

2.パ リ市 立 デ ュ ペ レ装 飾 美 術 学 校

(EcoleSuperieuredesArtsApplique

Duperre)

所 在 地:11,rueDupetitThouars75003

Parisメ トロ3番 線Temple

●ゴブラン織工房にっいて

ゴブラン織工房での留学生研修制度は1978

年頃に発足。 これはゴブランの竪機(た てば

た:Hautelisse)に よるっつれ織の技術を

広 く開放 して,外 国人に研修 してもらうため

の機関で,最 低3ケ 月,最 高1年 間研修で き

ます。授業料は1989年 当時で1ケ 月500フ ラ

ン(糸 代を含む)で,ゴ ブランでは常時10人

迄留学生を受け入れていました。私は約6ケ

月間勉強 しましたが,入 学の交渉で有効なの

は,ま ず手紙などであらか じめ来意を告げて

おき,手 紙が着いた頃に,直 接にゴブランへ

行って,先 生に会 ってみることだと思います。

私の場合は,ま ずデュペレのタペス トリー

のアトリエへ直接出かけて行って,そ の先生

にゴブラン織工房の留学生研修制度にっいて

教えてもらい,ゴ ブラン宛の手紙を翌日作成

してそれを持 ってすぐにゴブランへ出かけま

した。構内を歩いていたフランス人のお じさ

んに声をかけると研修者のためのア トリエへ

す ぐ連れて行 ってくれました。あとで,そ の

お じさんが,ゴ ブランの最高責任者のボステ

ル氏だとわかって驚きましたが,意 思さえ通

じれば,国 籍 も社会的身分の差別な く,皆 が

平等 に話 し合えるフランス人気質のすば らし

さも感 じました。

ゴブラン織工房の敷地は広大で,一 般に公

開 している建物は全体のごく一部で,職 員の

宿舎 もあるようです。静かでのどかな構内は,

時間がゆっくり流れ,パ リではないような印

象すらあります。

ゴブラン織の緯糸(よ こいと)は すべて毛

糸(laine)で,公 共機関のホールなどのた

めの大型の織物が何年 もかけて手作業で織り

あげられて行 きます。タペス トリーの世界の

今世紀 フランス最大の巨匠 「ジャン ・リュル

サ」の作品もたくさんここで織 られました。

最近は財政難で,留 学生の授業料も高騰。

クレッソン首相の時には,ゴ ブランをすべて

オービュソンという小さな町(リ モージュの

近 く)へ 移す計画 もありましたが,反 対署名
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な どの市民運動 もあ って,そ の計画 はとりや

めにな りま した。

ゴブラン工房 はパ リだけでな く,パ リ北郊

のボー ヴェ に も分室 が あ り,こ こで は経 機

(よ こばた)Basselisseな ど も多 く使 わ れて

じゅうたんな どが織 られてい るそ うです。

● デュペ レ装飾美術学 校 について

グラ ンゼ コル(最 高学府)へ 入学す る前段

階 の専門教育を高校卒業者(年 齢18～21前 後)

に施 す機 関で,パ リで は他 に メチ エ ダール

(Metierd'art/15区 のrueolivierdeserres

に あ る)や,Boule,Estienne,な ど が あ り,

専 門領域が少 しずっ異な ります。

デ3ペ レはフ ァッシ ョンが一番有名 ですが,

刺 繍,タ ペス トリー,陶 芸な どの部 門で,.留

学生研修が受 け付 け られて います。入学 は,

教 授 との面談 によ りますが,個 人主義 ですの

で,校 風 があわ な くて,途 中で退学 を余儀 な

くされて しま う場合 もあ ります。

一般 に
,留 学 生 が入 学 で き る受 け皿 は

CentreArtisanaleと い って,3年 間 の過 程

を終えれば,Dip16me(卒 業 証書)が も らえ

るシステムにな っています。授業料 は無料,

学 生保 険を年150F前 後 払 い込 み,昼 の給 食

回数券(1食150円 く らい)も 買 うよ うに勧

あ られ ます。

デュペ レでの タペ ス トリーの制作 は,ゴ ブ

ランとは異な り,糸 で レリー フを彫刻す るよ

うな発想で,創 造性 を きわめて重視 していま

す。課題 は与え られず,自 分 で こんな作品 を

作 りたいと教授 にエスキ ースを見 せ,何 度 も

何度 も直 されて,だ んだん作品の構想 がま と

ま ってゆ くよ うな感 じです。

私 は ジャン ・リュルサが好 きなのですが,

私 が3年 間習 ったJanineAvramidis先 生 に

「リュルサ はもう終わ った のです よ」 と最初F

に言 われた ことは,今 も耳 に残 ってい ます。

教授 その人の芸術 的感性 や好 みが,そ の ア

トリエの生徒の作 品に大 きく反映 されて いま

して,で きて くる作 品の現代性 は,先 生 と生

徒 との会話の中か ら形 にな って きます。

「きみのエスキースの この形 は根拠が ない

か らだめだ。」 とか 「この色 はわ た しは き ら

いだか ら,直 しな さい」 とか 「立体的表現 を

す るとき,色 数をセー ブ しな さい」 とか言わ

れ るわけですが,そ の説明が極 めて的確で,

そ れでいてその作者の個性 を うまくひきだ し

て くれ るよ うな指導で した。

もちろん生徒 もいわれ るままで はな く,自

分がなにを表現 したいかを はっきり説明 して,

先生 と対話 をすす めて い くのですが。

伝 統的な授業方法の現代化 は,た とえばコ

ンピュー ターの導入な ど,日 本 とそ う大差 は

ない と思 います。(も っと も私 は フ ランスで

コ ンピュー タの授業 をうける機会 はあ りませ

んで したが)。 しか し,個 性 的 な アイデ ァを

重視す る傾向の強 さと,そ れを芸術的に"美

しく"ま とめあげる指導力 の レベルの高 さな

どは,フ ランス らしい本当 にす ば らしい点 だ

と思 います。

半立体的な タペス トリーの構想 をまとめ る

段階で,粘 土でマケ ッ ト(ミ ニチsア 模型)

をっ くることも多 く,こ れはたぶん 日本 で は

あま り試み られていない方法で はないで しょ

うか。

デaペ レの生徒 によ るファッシ ョンシ ョー

は年1回 おこなわれますが,実 にユニー クで

CREATION(創 造)の 国 フ ラ ンスの面 目躍

如 とい った印象 の大イベ ン トです。

対外 的 に は学 園祭PorteOuverteや 卒 展

が あり,教 室 の内部や生徒の作 品をみること

がで きます。 また,パ リ15区 の メ トロPorte-

de-versaillesの 広 大 な見本市会場(Parcdes

Expositions)で,デ ュペ レの学校 をア ピー

ルす る展示 がなされ たこともあります。
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